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は
じ
め
に

　

近
年
、
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
に
関
す
る
研
究
成
果
が
多
く
公
表
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
適
宜
、「
東
海
」
と
表
記
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
中
世

に
お
い
て
「
東
海
」
地
域
や
そ
の
構
造
、
人
々
の
認
識
な
ど
は
自
明
な
こ
と

で
な
く
、
研
究
対
象
と
し
て
解
明
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
で
あ

る
。

　

中
世
史
研
究
会
で
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
に
「
日
本
中
世
史
の
な
か
の
東

海
地
域
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
四
〇
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
成
果

は
翌
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
年
報
中
世
史
研
究
』
三
八
に
収
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
大
会
の
趣
旨
は
「
一
地
域
史
の
議
論
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

日
本
中
世
の
な
か
の
東
海
地
域
と
い
う
、
地
域
史
を
取
り
上
げ
つ
つ
も
全
体

史
の
再
考
を
せ
ま
る
も
の
と
い
う
新
し
い
研
究
を
意
図
し
た
も
の）

1
（

」
で
あ
っ

た
。

　

東
海
地
域
が
大
会
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
一
九
九
〇
年

代
よ
り
東
海
地
域
で
い
く
つ
か
の
自
治
体
史
の
編
纂
が
新
た
に
開
始
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
そ
れ
ら
の
刊
行
が
相
次
ぎ
、
研
究
環
境
が
向
上
し
た

こ
と
と
無
関
係
で
な
い
。
例
え
ば
、『
愛
知
県
史
』
の
中
世
に
関
す
る
編
年

の
資
料
編
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
三
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

織
豊
期
に
関
す
る
編
年
の
資
料
編
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け

て
同
じ
く
三
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
編
年
に
な
じ
ま
な
い
中
世
・
織
豊
期
の
史

料
は
別
編
と
し
て
二
〇
一
四
年
に
一
冊
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
資
料
編
を

も
と
に
、
二
〇
一
八
年
に
は
中
世
か
ら
織
豊
期
に
か
か
る
通
史
編
の
二
冊
が

刊
行
さ
れ
た
。
他
に
も
愛
知
県
内
の
い
く
つ
か
の
市
町
村
史
が
新
た
に
刊
行

さ
れ
た
た
め
、
総
じ
て
尾
張
・
三
河
に
関
す
る
研
究
は
大
い
に
進
展
し
た
と

言
え
る
。『
三
重
県
史
』
中
世
の
資
料
編
も
二
〇
一
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
て

中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究
に
関
す
る
覚
書
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い
て
、
既
に
先
行
し
て
い
た
『
岐
阜
県
史
』、『
静
岡
県
史
』
と
あ
わ
せ
て
、

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
県
の
県
史
が
揃
っ
た
こ
と
で
、
東
海
地
域
を
研

究
す
る
環
境
は
格
段
に
向
上
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
東
海
」
や
「
東
海
地
域
」
を
書
名
に
掲
げ
、
東
海
も
し
く
は
そ
の
領
域

内
の
あ
る
地
域
を
考
察
し
た
研
究
書
は
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺

尚
志
編
『
移
行
期
の
東
海
地
域
史
―
中
世
・
近
世
・
近
代
を
架
橋
す
る
―
』

（
勉
誠
社
、
二
〇
一
六
年
）
は
静
岡
県
域
を
対
象
と
し
て
中
世
・
近
世
移
行

期
と
、
近
世
・
近
代
移
行
期
の
二
つ
の
大
き
な
転
換
期
の
様
相
を
解
明
し
た

も
の
で
あ
る
。
主
に
静
岡
県
域
を
対
象
と
し
た
考
察
で
あ
っ
て
も
、「
東
海

地
方
」
に
俯
瞰
し
て
考
え
得
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
、
そ
の
試
み
は
中
村

只
吾
・
渡
辺
尚
志
編『
生
き
る
た
め
の
地
域
史
―
東
海
地
域
の
動
態
か
ら
―
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
に
発
展
的
に
継
続
さ
れ
て
い
る
。
小
和
田
哲

男
『
東
海
の
戦
国
史
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
六
年
）
は
、
東
海
地
域
の
戦
国

時
代
の
様
相
を
描
く
。
こ
れ
は
「
地
域
か
ら
見
た
戦
国
一
五
〇
年
」
全
九
巻

と
し
て
、
全
国
を
奥
羽
・
関
東
・
北
陸
・
甲
信
・
東
海
・
畿
内
近
国
・
山
陰

山
陽
・
四
国
・
九
州
琉
球
と
い
う
九
つ
の
地
域
に
わ
け
て
、
そ
れ
そ
れ
の
戦

国
史
を
描
く
シ
リ
ー
ズ
の
一
書
で
あ
る
。
ま
た
、
山
田
邦
明
は
三
河
、
遠
江

な
ど
の
領
主
や
そ
の
地
域
社
会
を
扱
っ
た
論
文
を
『
中
世
東
海
の
大
名
・
国

衆
と
地
域
社
会
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

地
方
史
研
究
協
議
会
編
『〝
出
入
り
〞
の
地
域
史
』（
雄
山
閣
、
二
〇
二
三
年
）

は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
一
年
延
期
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
に
三
重
県
で
対
面
・

リ
モ
ー
ト
両
形
式
で
実
施
さ
れ
た
地
方
史
研
究
協
議
会
に
よ
る
第
七
二
回

（
三
重
）
大
会
の
成
果
で
あ
る
。
対
象
は
主
に
三
重
県
域
の
事
象
を
扱
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

東
海
地
域
史
の
研
究
は
二
〇
二
四
年
に
『
東
海
の
中
世
史
』（
全
五
巻
、

吉
川
弘
文
館
）
と
『
東
海
道
中
世
史
研
究
』（
全
二
巻
、
高
志
書
院
）
が
刊

行
さ
れ
て
、
一
層
進
展
し
た
。『
東
海
の
中
世
史
』
の
各
巻
は
時
代
で
区
分

さ
れ
、
様
々
な
論
点
か
ら
お
お
よ
そ
現
在
の
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
県

に
か
か
る
東
海
地
域
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
企
画
は
、

二
〇
二
〇
年
か
ら
進
め
ら
れ
、
筆
者
も
企
画
編
集
委
員
と
し
て
編
集
、
執
筆

に
従
事
し
た）

2
（

。『
東
海
道
中
世
史
研
究
』は
二
〇
一
九
年
に
静
岡
県
富
士
市
・

富
士
宮
市
・
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
契
機
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
中
世
に
お
け
る
駿
河
の
「
境
界
」
と
い
う
地
理
的
・
政

治
的
な
状
況
を
よ
り
深
く
示
す
も
の
と
い
う
目
的
で
進
め
ら
れ
、
論
文
集
を

作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
東
海
道
を
往
来
・
移
動
す
る
人
々
や
モ
ノ
へ
の
視

点
、
さ
ら
に
中
世
後
期
だ
け
で
な
く
、
中
世
前
期
の
研
究
を
含
め
る
方
針
に

し
た
と
い
う）

3
（

。

　

二
〇
二
四
年
に
は
中
世
史
研
究
会
編
『
日
本
中
世
の
東
西
と
都
鄙
』（
思

文
閣
出
版
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
世
史
研
究
会
五
〇
周
年
を
記
念
し

て
二
〇
二
二
年
九
月
・
二
〇
二
三
年
九
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た

大
会
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
中
世
社
会
の
東
西
及
び
都
鄙
の

状
況
を
扱
っ
た
論
文
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
拙
稿
「「
東
海
」
地

域
の
成
立
と
京
・
関
東
」
で
は
、
政
治
権
力
の
観
点
か
ら
、「
東
海
」
地
域

が
一
体
性
を
強
め
た
時
期
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
の
「
東
海
」
の
把
握
を
め

ぐ
っ
て
は
、
大
会
報
告
の
質
疑
の
際
に
議
論
さ
れ
た）

4
（

。
す
な
わ
ち
拙
稿
の
研

究
の
意
図
は
現
代
の
東
海
地
域
を
措
定
し
て
そ
の
特
徴
を
問
う
も
の
か
、
あ
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る
い
は
中
世
に
お
い
て
人
々
の
「
東
海
」
地
域
の
認
識
を
探
る
も
の
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
拙
稿
の
意
図
は
後
者
で
あ
る
と
説
い
た
が
、
こ
の
点
は
「
東

海
」
地
域
を
探
る
上
で
重
要
な
視
角
で
あ
る
。
こ
の
視
角
に
立
つ
研
究
史
上

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

二
〇
二
五
年
に
は
『
東
海
の
中
世
史
』
に
関
し
て
、
静
岡
地
方
史
研
究
会

や
中
世
史
研
究
会
で
書
評
会
が
催
さ
れ
て
、
そ
の
報
告
要
旨
や
書
評
が
発
表

さ
れ
つ
つ
あ
る）

5
（

。ま
た
、『
東
海
道
中
世
史
研
究
２　

領
主
層
の
共
生
と
競
合
』

収
載
の
各
論
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
書
評
と
紹
介
」
で
評
価
な
ど
を
述
べ

た）
6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
近
年
で
は
東
海
地
域
史
の
研
究
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
中
世
史
の
分
野
で
は
、「
東
海
」
地
域
と
し
て
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、

な
お
十
分
な
研
究
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
な
い
段
階
に
あ
り
、
研
究
方

法
に
つ
い
て
も
、
あ
ま
り
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、「
東
海
」
地
域
史
の
各
研
究
を
批
評
す
る
際
に
も
、
一
部
に
は
今
後
の

研
究
の
深
化
を
妨
げ
か
ね
な
い
意
見
す
ら
散
見
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究
の
成
果

を
確
か
め
な
が
ら
、
そ
の
分
析
視
角
と
評
価
を
再
考
し
、
さ
ら
に
研
究
を
深

化
さ
せ
る
課
題
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究
の
動
向
と
成
果

（
一
）
森
浩
一
の
「
東
海
学
」
提
起

　

近
年
、
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究
は
活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
前
は
ど
の
よ
う
な
研
究
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。
そ

れ
ら
は
近
年
の
研
究
と
、
い
か
な
る
違
い
が
見
ら
れ
る
の
か
。
拙
稿
で
は
、

中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
触
れ
た
が）

7
（

、
一
部

言
及
で
き
な
か
っ
た
研
究
成
果
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
つ
つ
、

あ
ら
た
め
て
研
究
動
向
と
そ
の
成
果
を
捉
え
直
し
て
お
き
た
い
。

　

東
海
地
域
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、「
東
海
学
」
を
提
唱
し
た
森
浩

一
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
愛
知
県
春
日
井
市
で
は

一
九
九
三
年
よ
り
、
春
日
井
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
年
に
一
度
開
催
さ
れ
、「
東

海
学
」
は
古
代
史
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
八
年
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
テ
ー
マ
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
内
容
は
、
森
浩
一
編

『
第
八
回
春
日
井
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

東
海
学
の
創
造
を
め
ざ
し
て
』（
五
月
書

房
、
二
〇
〇
一
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
森
浩
一
の
基
調
講
演
「〝
東

海
学
〞
の
創
造
を
目
指
し
て
」
で
は
考
古
学
の
立
場
か
ら
、
東
北
の
前
期
旧

石
器
捏
造
事
件
を
受
け
て
、
考
古
学
は
地
域
の
本
当
の
姿
を
復
元
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
地
域
に
勇
気
を
与
え
る
学
問
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る）

8
（

。
そ
の
上
で
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
を
一
つ
の
学
問
と
し
て
ま
と
め
て

み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
九
九
年
か
ら
「
関
東
学
」
を

描
け
な
い
か
と
考
え
始
め
た
と
い
う
。
こ
の
成
果
は
森
浩
一
・
網
野
善
彦
編

『
日
本
史
へ
の
挑
戦
―
関
東
学
の
創
造
を
め
ざ
し
て
―
』（
朝
日
新
聞
社
、
二

〇
〇
一
年
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
、
網
野
善
彦
も
『
日
本
社
会
の
歴

史　

上
・
中
・
下
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
で
、
日
本
列
島
の
各
地

域
の
特
色
を
踏
ま
え
た
通
史
を
描
い
て
お
り
、
各
地
域
の
歴
史
と
特
質
に
つ

い
て
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
森
浩
一
は
東
海
へ
の
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関
心
を
高
め
、「
東
海
学
」
の
提
起
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
東
海
の
個
性
を
探
る
」
と
い
う
関
心
の
も
と
、
福
岡
猛
志
、
森
浩
一
、

司
会
の
竹
下
景
子
の
鼎
談
で
は
、「
東
海
学
」
と
は
正
確
に
は
「
東
海
・
東

山
学
」
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
か
、
東
海
系
土
器
の
拡
散
性
や
伊
勢
と
熱

田
と
い
う
二
つ
の
神
社
の
特
異
性
、
窯
業
と
権
力
者
な
ど
、
様
々
な
議
論
に

及
ん
で
い
る）

9
（

。
ま
た
、
大
下
武
は「
東
海
」の
用
語
と
と
も
に
、「
坂
東
」「
関

東
」「
東
」「
東
国
」
の
使
用
例
を
一
志
茂
樹
『
古
代
東
山
道
の
研
究
』（
信

毎
書
籍
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
）
の
成
果
に
基
づ
い
て
検
討
し
な
が

ら
、「
東
海
」
の
あ
り
様
を
考
察
し
て
い
る）

10
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
や
議
論
は
主

に
古
代
史
や
考
古
学
の
分
野
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
海
学
セ
ン
タ
ー
の
研
究
課
題
と
し
て
継
承
さ
れ
、
現
在
で
は
幅
広
い
時

代
か
ら
「
東
海
」
の
特
質
を
探
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る）

11
（

。

　

森
浩
一
の
「
東
海
学
」
の
提
起
は
「
東
海
」
と
い
う
地
域
対
象
を
明
確
化

し
、
一
つ
の
学
問
に
し
た
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
が
、
主
に
古

代
史
・
考
古
学
の
分
野
か
ら
な
さ
れ
た
た
め
、
中
世
以
降
で
は
十
分
な
成
果

に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
の
ち
の
課
題
と
な
り
、
近
年
に
は
中
世
の

「
東
海
」
地
域
史
の
諸
研
究
に
よ
り
、
そ
の
内
実
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

（
二
）�

戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
め
ま
で
の
状
況
―
中
村
栄
孝
『
東
海

風
土
記
』
の
刊
行
―

　
「
東
海
」
と
い
う
地
域
を
対
象
と
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
森
浩
一
の
「
東

海
学
」
提
起
以
前
に
そ
の
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、

そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
中
村
栄
孝
は
一
九
七
一
年
に『
東
海
風
土
記
』（
吉

川
弘
文
館
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
村
が
「
名
古
屋
大
学
に
在
職

し
て
、
戦
後
の
荒
廃
か
ら
復
興
と
発
展
を
示
し
た
地
域
社
会
の
な
か
で
生
活

し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
折
に
ふ
れ
て
筆
を
と
っ
た
も
の
」
を
ま
と
め
た
論
稿

で
あ
る）

12
（

。
こ
こ
で
対
象
と
し
た
地
域
は
、「
伊
勢
湾
の
周
辺
に
木
曽
川
の
下

流
域
や
三
河
湾
を
か
こ
む
範
囲
で
あ
っ
て
、
近
ご
ろ
常
識
的
に
東
海
と
よ
ば

れ
る
地
域
」
と
し
て
い
る）

13
（

。
続
け
て
、
こ
の
地
方
が
、
日
本
の
風
土
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進

展
し
て
い
く
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
と
述
べ
る
。
内
容
は
古
代
か
ら
現
代
に

か
け
て
扱
い
、「
Ⅰ
伊
勢
湾
の
周
辺
」「
Ⅱ
尾
・
三
風
土
記
」「
Ⅲ
木
曽
川
治
水
」

「
Ⅳ
郷
土
研
究
室
―
東
海
今
と
昔
―
」「
Ⅴ
豊
国
祭
図
の
屏
風
―
「
カ
ブ
キ
モ

ノ
」
の
絵
す
が
た
―
」
の
五
編
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
今
日
の

自
治
体
史
な
ど
の
成
果
の
土
台
と
も
い
う
べ
き
各
時
代
の
様
相
や
推
移
、
特

質
な
ど
を
説
き
、
ま
た
徳
川
美
術
館
所
蔵
の
豊
国
祭
礼
図
屏
風
に
関
わ
る
傾

奇
者
の
考
察
を
平
易
な
文
章
で
著
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
編
も
初
出
年
次
と
出
典
が
記
さ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
執
筆
さ
れ
た
の
か
を
お
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「
Ⅰ
伊

勢
湾
の
周
辺
」
は
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
追
記
が
あ
る）

14
（

。
一
九
五

八
年
か
ら
三
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
中
日
新
聞
社
の
企
画
に
よ
り
「
伊
勢
湾
総
合

学
術
調
査
」
が
行
わ
れ
、
考
古
、
美
術
・
工
芸
、
民
俗
・
言
語
、
歴
史
・
地

理
・
宗
教
、
自
然
科
学
の
五
班
に
分
か
れ
て
調
査
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
一
九
六
一
年
に
「
伊
勢
湾
を
め
ぐ
る
文
化
史
展
」
と
し
て
資
料

が
展
示
さ
れ
、『
伊
勢
湾
を
め
ぐ
る
文
化
史
―
歴
史
、
考
古
、
美
術
―
』（
中

部
日
本
新
聞
社
）
と
い
う
冊
子
が
刊
行
さ
れ
た
。「
Ⅰ
伊
勢
湾
の
周
辺
」
は
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そ
の
歴
史
編
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
よ
り
既
に
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て「
東
海
」

地
域
を
対
象
と
し
た
歴
史
を
叙
述
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
は
、
名
古
屋
市
及
び
伊
勢
湾
周
辺
の
臨

海
工
業
地
帯
の
発
展
を
様
々
な
学
問
領
域
か
ら
捉
え
直
す
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
に
東
海
地
域
の
急

速
な
展
開
と
変
容
を
学
問
的
に
考
察
す
る
試
み
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

中
村
栄
孝
は
一
九
四
八
年
に
名
古
屋
大
学
文
学
部
に
赴
任
し
た
が
、
敗
戦

以
前
は
、
朝
鮮
総
督
府
で
『
朝
鮮
史
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
点

は
三
鬼
清
一
郎
の
研
究
に
詳
し
い）

15
（

。

　

中
村
は
朝
鮮
総
督
府
に
赴
任
し
、
朝
鮮
人
に
使
用
さ
れ
る
教
科
書
『
初
等

国
史
』
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
中
村
の
郷
土
史
の
考
え
方
は
、
当
時

の
国
民
科
国
史
の
文
部
省
案
と
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
文
部
省
案
で

は
、「
郷
土
に
関
係
深
キ
史
実
ハ
国
史
ト
ノ
関
聯
ニ
留
意
シ
テ
授
ク
ベ
シ
」

と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
が
、
総
督
府
案
で
は
削
除
さ
れ
て
い
た
。
中
村
は
文

部
省
案
の
「
郷
土
史
」
そ
の
も
の
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
お
国
自
慢
の
よ
う
な
郷
土
意
識
、
偏
狭
な
郷
土
愛
な
ど
を

退
け
た
上
で
「
国
史
教
授
の
予
備
と
し
て
郷
土
史
を
考
ふ
べ
き
で
な
い
。
寧

ろ
郷
土
史
は
、
全
体
の
国
史
を
授
け
た
後
に
取
り
上
ぐ
べ
き
性
質
の
も
の
で

あ
る
」
と
す
る）

16
（

。
三
鬼
は
、
こ
の
点
に
、
賛
否
は
あ
る
に
し
ろ
、
中
村
の
地

域
研
究
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
姿
勢
を
読
み
取
っ
て
い
る
。『
東
海
風

土
記
』
の
各
論
稿
や
中
村
が
全
体
構
成
を
主
導
し
た
『
清
洲
町
史
』（
一
九

六
九
年
）
に
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
が
及
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他

に
、
中
村
は
『
清
洲
城
と
名
古
屋
城
―
織
田
・
豊
臣
か
ら
徳
川
へ
―
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）
を
著
し
て
い
る
。

（
三
）�

一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
状
況
―
社
会
学
・
地
理
学
・
歴
史
学

に
よ
る
『
東
海
社
会
論
』
の
刊
行
―

　

一
九
七
九
年
に
は
、
芳
賀
登
が
『
東
海
の
風
土
と
歴
史
』（
山
川
出
版
社
）

を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
村
栄
孝
『
東
海
風
土
記
』
の
叙
述
と
通
じ

る
体
裁
で
あ
る
が
、
内
容
は
よ
り
一
層
、
詳
細
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け

る
。「
伊
勢
の
海
」
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
、
古
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
東
海

地
域
内
の
特
徴
的
な
事
例
を
挙
げ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
中
世
で
は
南
北
朝

期
以
降
に
今
川
氏
の
動
向
が
扱
わ
れ
て
い
て
、
注
目
さ
れ
る
。「
東
海
」
地

域
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
は
見
ら
れ
ず
、
現
代
の
い
わ
ゆ
る
東
海
地
方
が

想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
に
は
、
安
藤
慶
一
郎
編
『
東
海
―
ム
ラ
の
生
活
誌
―
』（
中

部
日
本
新
聞
本
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
県
の

う
ち
、
い
く
つ
か
の
山
村
、
漁
村
な
ど
を
取
り
上
げ
、
主
に
民
俗
学
に
基
づ

く
成
果
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

　

歴
史
学
・
民
俗
学
と
と
も
に
、
社
会
学
や
地
理
学
に
よ
る
東
海
地
域
の
研

究
も
確
か
め
ら
れ
る
。
安
藤
慶
一
郎
・
中
田
実
・
牧
野
由
朗
編
『
東
海
社
会

論
』（
東
信
堂
、
一
九
八
六
年
）
は
、
主
に
社
会
学
、
地
理
学
、
歴
史
学
の

分
野
か
ら
東
海
社
会
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
編
者
に
よ

る
『
地
域
の
社
会
学
―
東
海
地
方
の
社
会
学
的
研
究
―
』（
税
務
経
理
協
会
、

一
九
七
九
年
）
の
続
編
に
あ
た
る
。
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『
東
海
社
会
論
』
の
ま
え
が
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る）

17
（

。

名
古
屋
都
市
圏
を
中
核
と
し
、
多
様
な
個
性
を
も
つ
諸
都
市
群
を
擁
す

る
こ
こ
「
東
海
社
会
」
は
、
東
西
の
「
京
」
に
た
い
す
る
第
三
の
京
＝

「
中
京
」
を
め
ざ
し
て
懸
命
に
努
力
し
つ
つ
（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
は
あ

ら
た
め
て
中
央
支
配
下
に
あ
る
「
地
方
社
会
」
の
展
開
を
た
ど
り
、
そ

の
中
に
地
域
自
治
発
展
の
可
能
性
と
、
そ
こ
に
お
い
て
拠
る
べ
き
地
域

に
根
ざ
し
た
原
理
の
発
見
を
試
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
こ
に
は
「
東
海
社
会
」
の
地
域
に
根
差
し
た
原
理
の
発
見
を
試
み
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
。
前
著
『
地
域
の
社
会
学
』
で
の
問
題
関
心
は
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
全
国
的
動
向
が
こ
こ
東
海
社
会
に
も
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
の

論
証
、
い
い
か
え
れ
ば
「
東
海
地
方
の
事
例
を
素
材
に
し
て
日
本
社
会
の
諸

特
徴
を
語
る
」
傾
向
が
強
か
っ
た
」
が
、『
東
海
社
会
論
』
で
は
、「
こ
の
課

題
を
も
う
一
歩
進
め
て
、
全
国
的
同
質
性
よ
り
も
む
し
ろ
「
東
海
社
会
」
の

個
性
を
解
明
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
こ
う
と
し
た
」
と
あ
る）

18
（

。
こ
こ
に
研
究

の
進
展
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
『
東
海
社
会
論
』「
第
一
章　

東
海
地
方
の
地
域
構
造
と
歴
史
」の
う
ち
、「
第

二
節　

東
海
地
方
の
歴
史
的
展
開
」
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
、
塚
本
学
が

執
筆
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
一
、
支
配
の
区
画
」、「
二
、
近
世
以
前
の
東

海
地
方
」、「
三
、
諸
藩
域
か
ら
四
県
へ
」
の
三
項
に
分
け
て
、
次
の
よ
う
に

説
い
て
い
る）

19
（

。

　
「
一
、
支
配
の
区
画
」
で
は
、
古
代
国
家
の
広
域
行
政
区
で
あ
る
東
海
道

を
述
べ
、
そ
の
領
域
と
の
ち
の
東
海
地
方
と
の
違
い
に
触
れ
つ
つ
、
東
海
地

方
は
畿
内
の
支
配
者
か
ら
見
て
「
あ
ず
ま
の
口
」、
つ
ま
り
辺
境
へ
の
入
り

口
と
い
っ
た
性
格
を
共
有
す
る
地
方
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
説
く
。
鎌
倉
政

権
が
成
立
す
る
と
、
東
海
道
の
役
割
は
高
ま
り
、
基
幹
道
路
と
し
て
美
濃
か

ら
尾
張
を
出
て
、
東
山
道
と
東
海
道
を
結
ぶ
道
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
に
触

れ
、
鎌
倉
政
権
と
畿
内
政
権
と
の
両
者
の
本
拠
地
に
は
さ
ま
れ
た
中
間
地
帯

と
い
う
性
格
を
有
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

　
「
二
、
近
世
以
前
の
東
海
地
方
」
で
は
、
住
民
の
視
点
か
ら
そ
の
あ
り
様

を
説
く
。
弥
生
文
化
期
の
東
西
日
本
の
境
の
線
は
、
お
お
よ
そ
伊
勢
湾
岸
に

置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
つ
つ
も
、
こ
の
地
域
の
諸
産
物
と
し
て
窯
業
製

品
を
挙
げ
、「
東
海
古
陶
圏
」
と
し
て
東
海
地
方
を
単
な
る
支
配
の
区
画
で

な
く
、
畿
内
と
関
東
と
の
間
に
独
自
の
一
世
界
を
形
成
す
る
芽
と
見
る
こ
と

が
可
能
で
あ
ろ
う
と
説
く
。
の
ち
に
、
室
町
政
権
下
に
お
い
て
今
川
氏
は
関

東
公
方
の
支
配
権
に
接
す
る
駿
河
の
守
護
と
し
て
「
国
境
の
重
鎮
」
と
呼
ば

れ
、『
今
川
仮
名
目
録
』
と
い
う
独
自
の
分
国
法
を
も
ち
、
駿
府
を
中
心
と

す
る
交
通
路
を
整
備
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
川
領
国
こ
そ
が
東
海
地
方
の

独
立
性
の
強
い
政
権
で
あ
っ
た
と
見
な
す
。

　
「
三
、
諸
藩
域
か
ら
四
県
へ
」
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
様
相

を
扱
う
。
ま
ず
、
江
戸
幕
府
の
大
名
配
置
の
点
か
ら
、
伊
勢
湾
岸
一
帯
と
三

河
以
東
と
の
間
で
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
尾
張
、
紀

伊
は
転
封
を
経
験
し
な
か
っ
た
が
、
三
河
・
遠
江
・
駿
河
三
国
で
は
、
江
戸

初
期
に
徳
川
一
門
の
領
国
拠
点
が
駿
府
に
置
か
れ
た
こ
と
を
除
く
と
、
す
べ

て
数
万
石
以
下
の
大
名
が
配
置
さ
れ
、
転
封
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
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今
川
領
国
で
あ
っ
た
地
域
と
そ
う
で
な
い
世
界
と
の
差
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

こ
の
両
地
域
に
は
用
水
・
交
通
路
の
管
理
・
維
持
の
違
い
な
ど
を
指
摘
し
つ

つ
も
、
尾
張
以
西
の
世
界
と
そ
の
他
の
東
海
地
方
と
の
交
渉
の
活
発
化
が
見

ら
れ
、
徳
川
政
権
は
東
海
地
方
内
の
相
互
交
渉
を
従
来
よ
り
も
密
に
し
た
と

評
価
す
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
名
古
屋
経
済

圏
が
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
東
海
地
方
の
歴
史
を
、
通
時
代
的
に
ま
と
め
、
そ
の
特
質
を

挙
げ
て
い
る
。
中
世
の
「
東
海
」
地
域
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
今
川
領
国
に

つ
い
て
そ
の
独
立
性
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
や
、「
二
、
近
世
以
前
の
東
海

地
方
」
で
、「
住
民
の
活
動
か
ら
み
て
こ
の
地
域
の
性
格
は
ど
の
よ
う
で
あ

ろ
う
か
」
と
い
う
問
題
提
起
に
対
し
て
、「
四
県
な
い
し
三
県
域
と
し
て
ま

と
ま
っ
た
も
の
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
中
で
の
差
異

か
ら
、
各
地
住
民
の
主
体
的
な
行
動
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
論
じ

て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る）

20
（

。
三
県
な
い
し
四
県
の
東
海
地
方
を
ま

と
ま
っ
た
地
域
と
し
て
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
地
域
の
特

質
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
扱
う
こ
と
に
す
る
が
、
い
ず
れ
も
重
要

な
論
点
で
あ
る
。

　

他
に
も
、「
第
四
章　

文
化
と
社
会
的
性
格
」
の
う
ち
、
塚
本
学
・
安
藤

慶
一
郎
が
「
第
一
節　

思
想
的
伝
統
と
背
景
」
を
執
筆
し）

21
（

、
思
想
的
伝
統
と

し
て
一
八
〇
三
年
（
享
和
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
海
道
人
物
志
』
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
人
物
の
分
析
や
尾
張
藩
学
、
国
学
の
賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
ら

を
は
じ
め
、
国
学
者
の
文
庫
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
近
世
の

こ
と
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
『
東
海
社
会
論
』
刊
行
の
背
景
は
、
先
掲
の
中
村
栄
孝
『
東
海
風
土

記
』
と
同
様
に
、
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
る
東
海
地
域
の
発
展
か
ら
、
そ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
や
、
当
時
の
社
会
学
の
課
題
と
し
て
「
地
方
社

会
」
の
分
析
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
九
二

〇
年
代
の
重
工
業
の
発
展
以
降
、
戦
後
に
か
け
て
名
古
屋
都
市
圏
が
形
成
さ

れ
る
と
と
も
に
、
一
九
六
六
年
に
地
元
主
導
の
議
員
立
法
に
よ
っ
て
「
中
部

圏
開
発
整
備
法
」
の
成
立
を
見
た
よ
う
に
、
他
地
域
と
異
な
り
、「
中
部
の

こ
と
は
中
部
で
考
え
よ
う
」（
中
部
経
済
団
体
連
合
会
設
立
趣
意
書
、
一
九

五
一
年）

22
（

）
と
い
う
地
元
で
の
自
立
意
識
に
支
え
ら
れ
た
経
済
界
の
気
運
と
そ

の
成
功
と
い
う
風
潮
か
ら
、
東
海
社
会
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
推
察
さ
れ
る
。

　

以
上
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
い
ず
れ

も
「
東
海
」
へ
の
関
心
は
名
古
屋
市
及
び
臨
海
工
業
地
帯
の
発
展
が
背
景
に

あ
り
、
そ
の
地
域
的
な
ま
と
ま
り
へ
の
関
心
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
る
傾
向
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
世
の
「
東
海
」
地
域
の
領
域
な
ど
に
つ
い

て
、
厳
密
に
検
討
す
る
こ
と
は
う
か
が
わ
れ
ず
、
現
代
の
い
わ
ゆ
る
東
海
地

方
の
領
域
を
前
提
と
し
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
二
〇
〇

〇
年
代
以
降
の
研
究
で
は
、
既
に
現
代
の
「
東
海
」
地
域
の
認
識
は
、
三
県

か
あ
る
い
は
四
県
か
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
列
島
の

一
部
と
し
て
、「
東
海
」
地
域
の
個
性
や
特
質
を
探
る
と
い
う
問
題
関
心
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
近
代
の
臨
海
工
業
地
帯
の
発
展
へ
の
展
開
と
そ
の

前
史
と
い
う
文
脈
は
前
面
に
出
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
東
海
」
地
域
と
い
う
領
域
に
つ
い
て
、
現
在
の
東
海
地
域
を
そ
の
ま
ま
前



中世の「東海」地域史研究に関する覚書

（８）

8

提
と
し
て
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
大
下
武
が
「
坂
東
」「
関
東
」「
東
」「
東

国
」
と
い
う
用
語
か
ら
、
古
代
の
「
東
海
」
地
域
に
つ
い
て
考
察
し
た
よ
う

に
、
当
時
の
認
識
や
実
態
を
探
る
と
い
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。
中
世
の

「
東
海
」
地
域
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
拙
稿
「「
東
海
」

地
域
の
成
立
と
京
・
関
東
」
で
、「
東
海
」
の
領
域
を
広
域
行
政
区
の
東
海

道
の
領
域
か
ら
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
後
、
次
第
に
そ
の
影
響
下
に
あ
る
「
関

東
」
地
域
を
除
い
た
領
域
と
想
定
し
た）

23
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
〇
二
四
年

に
刊
行
さ
れ
た
『
東
海
道
地
域
史
研
究
』
で
も
同
様
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い

る
。「
東
海
」
地
域
に
関
す
る
研
究
史
を
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
と
そ
れ
以

前
の
研
究
史
と
に
大
き
く
分
け
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
近
年
で
は
、
中
世

の
「
東
海
」
地
域
の
領
域
は
鎌
倉
幕
府
の
影
響
か
ら
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

二　

中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
の
分
析
方
法
と
評
価

（
一
）
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
の
分
析
方
法

　

東
海
地
域
史
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
拙
稿
で
取
り
上
げ
て
い
な

か
っ
た
主
要
な
研
究
を
扱
い
、
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
が
、「
東
海
」
地

域
の
分
析
や
把
握
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
も
留
意
す
べ
き
点

が
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
東
海
社
会
論
』
で
は
「
東
海
地
方
社
会
（
東

海
社
会
）
研
究
の
三
つ
の
視
点
」
と
し
て
、
第
一
に
次
の
こ
と
を
挙
げ
て
い

る）
24
（

。
な
お
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
地
方
の
独
自
の
性
格
は
、
ま
ず
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た

「
地
方
社
会
」
内
部
の
各
地
域
（
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
）
の
特

徴
の
総
体
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
藩
政
期
に
あ
っ
て
は
、

各
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
と
は
い
え
、
東
海
社
会
と
し
て
の
共
通
性
よ

り
、
そ
の
内
部
の
地
域
（
藩
な
ど
）
の
自
足
性
に
も
と
づ
く
独
自
性
が

強
く
、
東
海
地
方
と
し
て
の
共
通
性
は
、
自
然
的
条
件
（
そ
れ
は
治
水

な
ど
の
自
然
管
理
の
方
法
や
産
業
の
様
態
、
つ
ま
り
生
産
力
の
水
準
の

類
似
性
と
し
て
現
わ
れ
る
）
や
地
理
的
条
件
（
上
方
・
江
戸
間
の
交
通

路
）
の
よ
う
な
外
的
な
条
件
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
こ
う
し

た
諸
条
件
は
、
も
ち
ろ
ん
社
会
構
造
に
影
響
を
与
え
、
同
族
団
や
共
同

体
の
解
体
の
時
期
や
程
度
を
規
定
し
、
住
民
の
意
識
や
態
度
を
一
定
の

方
向
に
変
化
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
な
お
、
東
海
社
会
と
し
て

の
ま
と
ま
り
の
現
実
化
に
は
及
ば
ず
、
実
在
す
る
も
の
は
東
海
社
会
を

構
成
す
る
各
地
域
社
会
の
み
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
説
明
は
江
戸
時
代
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
世
に
も
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
を
考
察
す
る
上
で
、
傍
線
部

の
指
摘
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
。
こ
の

点
は
評
価
の
仕
方
と
関
わ
る
の
で
、
次
項
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　

第
二
の
視
点
は
、「
東
海
社
会
の
特
徴
は
東
西
二
大
勢
力
（
江
戸
・
東
京

と
上
方
・
京
阪
）
の
接
点
な
い
し
合
流
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
日
本
の
国
土

を
東
北
と
西
南
と
に
二
分
す
る
中
央
地
溝
帯
の
接
点
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ

る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
視
点
か
ら
「
東
海
社
会
は
、
経
済
、
政
治
、
文
化
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等
の
各
要
素
ご
と
に
、
ど
こ
に
東
西
の
区
分
線
が
引
か
れ
る
か
と
い
う
形
で

問
題
と
な
る
」
と
と
も
に
、「
東
海
社
会
は
混
合
的
で
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な

地
域
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
」
と
す
る）

25
（

。
そ
の
結
果
、
東
海
社
会
時
代
の
個

性
は
「
混
合
的
」
と
い
う
こ
と
以
上
に
は
認
め
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
「
混
合
性
」
か
ら
一
種
の
雑
種
文
化
を
形
成
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
東

海
社
会
が
す
ぐ
れ
て
日
本
社
会
的
性
格
を
も
つ
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　

こ
の
指
摘
は
従
来
の
歴
史
研
究
の
な
か
で
も
言
及
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
尾
張
、
三
河
な
ど
東
海
地
域
の
特
徴
と
し
て
は
、
東
西
の
は
ざ
ま
と
か
、

中
間
地
域
な
ど
と
説
か
れ
、
ま
た
、
東
国
的
か
西
国
的
か
な
ど
と
考
察
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
既
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
指
摘
の
み
で
は
「
東
海
」

地
域
の
特
徴
は
十
分
に
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
二
〇
一
二
年
の
中
世
史
研

究
会
四
〇
周
年
記
念
大
会
に
あ
た
っ
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る）

26
（

。

　

第
三
の
視
点
は
、
こ
こ
か
ら
「
当
地
方
を
東
西
社
会
の
接
点
と
し
て
、
東

西
両
要
素
を
視
座
に
置
い
て
み
る
の
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
含
み
こ
み
つ
つ
も
、

一
つ
の
相
対
的
に
自
立
し
た
経
済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
圏
内
と
み
る
見
方
」

を
説
く
も
の
で
あ
る）

27
（

。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
「
東
海
学
」
の
提
起
や
中
世

の
「
東
海
」
地
域
史
の
視
角
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
研
究
の
進
展
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
三
つ
の
視
点
の
う
ち
、
近
年
の
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究

に
お
い
て
、
第
二
、
第
三
の
視
点
は
既
に
克
服
で
き
て
い
る
と
考
え
る
が
、

第
一
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
共
有
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
見
な
し
難

い
。
次
項
で
は
こ
の
点
を
扱
っ
て
い
く
。

（
二
）「
東
海
」
地
域
の
領
域
と
そ
の
事
象
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

　

中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
の
研
究
は
、
先
述
の
指
摘
、
す
な
わ
ち
「
東
海

社
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
現
実
化
に
は
及
ば
」
な
か
っ
た
と
す
る
評
価
と
、

「
東
海
社
会
を
構
成
す
る
各
地
域
社
会
」
か
ら
の
評
価
を
い
か
に
受
け
止
め

て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
非
常
に
難
し
い
課
題
で
は
あ
る
が
、
既
に

こ
れ
ら
の
視
点
に
基
づ
い
て
分
析
さ
れ
た
研
究
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
つ
つ
、
今
後
の
研
究
の
共
有
と
深
化
に
向
け
て
、

以
下
（
ａ
）〜（
ｄ
）
の
方
法
論
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

の
意
義
を
共
有
し
、
今
後
の
分
析
を
深
め
る
方
法
を
、
留
意
点
と
と
も
に
述

べ
て
い
き
た
い
。

（
ａ
） 

現
在
の
東
海
地
域
内
に
所
在
す
る
、
あ
る
地
域
や
事
象
を
取
り
上
げ
、

そ
の
検
討
を
し
た
り
、
特
徴
な
ど
を
解
明
し
た
り
す
る
方
法

　

こ
れ
は
、
例
え
ば
尾
張
、
三
河
な
ど
、
も
し
く
は
郡
や
荘
園
の
領
域
な
ど
、

東
海
地
域
内
の
個
別
事
例
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
研
究
で
あ
る
。
東
海
地

域
内
に
属
す
る
自
治
体
史
も
こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
と
言
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
現
に
、
筆
者
も
い
く
つ
か
の
自
治
体
史
の
執
筆
を
し
た
経
験
は

あ
る
が
、「
東
海
」
と
い
う
枠
組
み
で
考
察
し
た
り
、
評
価
し
た
り
す
る
こ

と
は
乏
し
か
っ
た）
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。
し
か
し
、（
ａ
）
の
方
法
に
よ
る
研
究
も
東
海
地
域
の

あ
る
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
に
対
し
て
、「
東
海
」
地
域
と
し
て
の
特
徴
や
叙
述
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
は
適
切
で
あ
ろ
う
か
。「
東
海
」
地
域
の
特

徴
と
は
、
そ
の
領
域
や
そ
れ
以
外
の
領
域
で
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
見
出

し
う
る
も
の
で
あ
り
、（
ａ
）
の
研
究
で
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
視
角
を
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備
え
て
い
る
も
の
ば
か
り
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は「
東

海
」
地
域
史
の
研
究
と
し
て
資
す
る
こ
と
が
な
い
の
か
と
言
え
ば
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
「
東
海
」
地
域
を

考
察
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
ｂ
） 

現
在
の
東
海
地
域
に
含
ま
れ
る
事
象
を
取
り
上
げ
、
東
海
地
域
内
で

の
各
地
域
の
特
徴
な
ど
を
解
明
す
る
方
法

　

こ
れ
は
、
例
え
ば
、
主
に
駿
河
国
の
事
例
か
ら
、
東
海
地
域
の
こ
と
を
考

察
す
る
と
い
っ
た
『
東
海
道
中
世
史
研
究
』
所
収
の
論
文
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

同
様
の
視
角
に
立
つ
研
究
と
し
て
、
先
述
し
た
渡
辺
尚
志
編
『
移
行
期
の
東

海
地
域
史
』
や
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『〝
出
入
り
〞
の
地
域
史
』
所
収
の

研
究
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
視
点
は
、『
東
海
社
会
論
』
に
示
さ

れ
た
第
一
の
視
点
と
ほ
ぼ
同
じ
視
角
と
言
え
る
。「
東
海
」
と
い
う
地
域
の

歴
史
や
特
徴
を
探
る
上
で
、
現
代
の
東
海
地
方
に
か
か
る
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別

地
域
の
特
徴
を
探
り
、
そ
の
集
積
の
上
に
「
東
海
」
の
特
徴
を
捉
え
る
と
い

う
こ
と
は
一
定
の
有
効
な
分
析
で
あ
り
、「
東
海
」
地
域
の
実
態
に
迫
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
駿
河
国
の
事
例
の
分
析
を
も
と

に
、「
東
海
」
地
域
の
特
質
を
考
察
し
た
研
究
に
対
し
て
、「
東
海
」
地
域
内

の
他
国
の
分
析
例
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
は
十
分
に
有
効
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
、
提
示
さ
れ
た
研
究
に
対
し
、「
東
海
」
地
域
内
の
他
国
の

事
例
か
ら
見
た
分
析
や
見
通
し
を
得
た
上
で
、
そ
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
か
、
さ
ら
に
発
展
的
に
継
承
す
る
こ
と
は
研
究
上
適
切
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
他
国
の
分
析
例
が
な
い
と
指
摘
す
る
だ
け
で
は
、
研
究
の
有

効
的
な
継
承
や
発
展
を
望
み
難
い
。
安
易
に
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
さ
な
い

よ
う
、
他
の
事
例
を
考
証
し
た
上
で
評
価
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
ｃ
） 

現
在
の
東
海
地
域
に
含
ま
れ
る
事
象
を
取
り
上
げ
、
東
海
地
域
以
外

の
事
例
及
び
全
国
的
な
状
況
と
比
較
・
検
討
し
た
上
で
、「
東
海
」
地

域
の
事
象
の
特
徴
を
解
明
す
る
方
法

　

こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
例
え
ば
、
岡
野
友
彦
の
説
く
伊
勢
神
宮
領
が
全
国

に
ど
の
程
度
見
ら
れ
る
か
を
探
り
、
そ
の
上
で
東
海
地
域
に
は
神
宮
領
が
多

い
こ
と
か
ら
、
伊
勢
国
を
中
心
と
す
る
東
海
経
済
圏
の
存
在
を
解
明
し
、「
東

海
」
地
域
の
特
徴
と
す
る
よ
う
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る）
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。
こ
の
成
果
は
「
東

海
」
地
域
の
特
徴
を
掴
み
や
す
く
、「
東
海
」
地
域
史
と
し
て
も
認
識
し
や

す
い
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
よ
り
（
ａ
）
の
視
角
に
あ
る
研
究
で
あ
っ
て
も
、（
ｃ
）
の
視
点
で

捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
側
面
や
評
価
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
考
察
は
今
後
大
い
に
試
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

『
東
海
社
会
論
』
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
列
島
全
体
を
見
通
す
上
で

の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
東
海
」
地
域
と

し
て
の
個
性
と
し
て
評
価
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
東
海
」
地
域
史
と
し
て
は
、
前

者
の
評
価
に
も
留
意
し
な
が
ら
考
察
し
つ
つ
、
後
者
の
評
価
の
方
に
重
点
を

置
く
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
研
究
史
の
進
ん
で
き
た
方
向
性
と
し
て
は
、

後
者
で
あ
る
よ
う
に
見
な
さ
れ
る
。

（
ｄ
）
中
世
の
「
東
海
」
地
域
の
領
域
や
認
識
を
探
る
方
法

　

こ
れ
ま
で
の
（
ａ
）
か
ら
（
ｃ
）
の
研
究
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
の
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東
海
地
域
の
領
域
や
そ
こ
で
の
事
例
を
前
提
と
し
て
考
察
す
る
も
の
と
言
え

よ
う
。
た
だ
し
、
中
世
に
お
け
る
「
東
海
」
地
域
と
い
う
一
体
性
や
認
識
が

存
在
し
た
か
ど
う
か
は
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
。
既
に
、『
東
海
地
域
論
』

の
な
か
で
も
、「
東
海
社
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
現
実
化
に
は
及
ば
ず
」

と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、本
当
に
そ
の
ま
と
ま
り
が
な
か
っ

た
か
ど
う
か
の
検
証
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

近
年
の
研
究
動
向
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
点
は
、
こ
の
「
東
海
」
地

域
の
一
体
性
や
当
時
の
人
々
の
認
識
を
探
る
と
い
う
視
角
が
打
ち
出
さ
れ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
、
研
究
対
象
で
あ
る

「
東
海
」
地
域
を
お
お
よ
そ
現
在
の
東
海
地
域
と
重
ね
、
所
与
の
前
提
と
し

て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
列
島
の
各
地
域

を
対
象
と
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、「
東
海
」
に
つ
い
て
も
そ
の
対

象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
り
、
あ
わ
せ
て
そ
の
領
域
や
当
時
の

人
々
の
認
識
を
考
察
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、

既
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
。

　

今
後
の
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究
で
は
、
お
お
よ
そ
現
在
の
東
海
地

域
内
の
事
象
を
扱
う
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
事
象
を
評
価
す
る
場

合
、
当
時
の
「
東
海
」
地
域
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
の
か
を
考

察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
考
察
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
「
東
海
」
地
域
の

実
像
が
解
明
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）「
東
海
」
地
域
史
に
対
す
る
方
法
と
批
判
を
め
ぐ
っ
て

　

地
域
史
研
究
は
多
様
な
事
象
か
ら
考
察
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
研
究
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
総
体
か
ら
地
域
の
歴
史
像
は
描
か
れ
、
評
価
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
多
角
的
な
視
点
を
備
え
た
成
果
を
踏
ま
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
歴
史
像
は
一
層
豊
か
に
な
る
と
言
え
よ
う
。
差
し
あ
た
っ

て
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
る
。

　

 （
ⅰ
）
政
治
権
力
、
領
主
、（
ⅱ
）
交
通
・
流
通
、（
ⅲ
）
民
衆
・
地
域
住
人
、

（
ⅳ
）
宗
教
、（
ⅴ
）
文
化

　

こ
の
他
に
も
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
新
た
な
別
の
観
点
や
関
心
に
基
づ
く

分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
き
、
地
域
の
歴
史
像
の
認
識
は
深
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
現
状
に
お
い
て
、
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
の
蓄
積
は
十
分
で

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
前
項
で
整
理
し
た
研
究
成
果
の
う

ち
、（
ｃ
）
の
視
点
を
備
え
る
、「
東
海
」
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
事
象

や
歴
史
像
が
乏
し
い
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
な
お
多
く
の
分
析
と
考
察
を

積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
段
階
に
お
い
て
、
拙
稿
で
は
「
東
海
」
地
域
と
い
う
領

域
的
な
一
体
性
が
中
世
史
上
で
強
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
時
期
を
指
摘
し
た）

30
（

。

そ
れ
は
政
治
権
力
の
一
体
性
か
ら
読
み
取
っ
た
考
察
で
あ
る
が
、
一
部
に
は

領
主
権
力
の
一
体
性
か
ら
、
地
域
の
一
体
性
を
説
く
こ
と
に
対
す
る
批
判
的

な
見
解
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
民
衆
の
存
在
か
ら
地
域
を
考
察
、
叙
述

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
視
点
や
内
容
を
組
み
込
ま
な
い
研
究
は
学
術

的
に
疑
問
で
あ
る
と
い
う
意
見
さ
え
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
社
会
論
の
成
果）

31
（

を
踏
ま
え
た
見
解
で
あ
り
、
民
衆
の
あ
り

様
に
注
目
す
べ
き
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
史
で
民
衆
に
触
れ
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て
い
な
け
れ
ば
、
学
術
的
に
疑
問
と
し
て
、
評
価
で
き
な
い
と
い
う
姿
勢
、

そ
れ
は
私
見
に
よ
れ
ば
、
自
身
の
注
目
す
べ
き
事
象
に
触
れ
て
い
な
い
と
批

判
す
る
こ
と
と
同
義
に
思
わ
れ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
地
域
の
歴
史
像
を
構

築
す
る
試
み
を
停
滞
さ
せ
か
ね
な
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
。
本
来
の
あ
る
べ

き
研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
探
っ
た
歴
史
像
か
ら
議

論
す
る
も
の
で
あ
る
。
政
治
権
力
か
ら
「
東
海
」
地
域
の
一
体
性
に
つ
い
て

読
み
取
っ
た
研
究
に
対
し
て
、
民
衆
の
観
点
か
ら
批
判
を
す
る
な
ら
ば
、
民

衆
の
活
動
を
通
じ
て
、「
東
海
」
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
読
み

取
れ
る
の
か
を
示
し
た
り
、
他
の
歴
史
事
象
に
よ
れ
ば
、
政
治
権
力
か
ら
の

「
東
海
」
地
域
の
一
体
性
が
う
か
が
わ
れ
る
時
期
と
は
、
別
の
様
相
が
見
出

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
根
拠
や
歴
史
像
を
提
示
し
た
上
で
、

議
論
を
重
ね
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
政
治
権
力
の
変
容
は
民
衆
の
動
向
と
も

深
く
関
わ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
動
向
を
今
後
の
課
題
と
し
て
探
る
と
い

う
姿
勢
が
望
ま
し
い
。

　

拙
稿
で
は
、（
ｄ
）
の
視
角
に
基
づ
き
、
中
世
に
お
け
る
「
東
海
」
と
い

う
地
域
の
一
体
性
を
探
る
こ
と
を
試
み
、
多
く
の
史
料
を
調
べ
た
結
果
、
政

治
権
力
の
点
か
ら
「
東
海
」
地
域
の
一
体
性
を
高
め
た
と
見
受
け
ら
れ
る
と

い
う
私
見
を
述
べ
た
。
当
時
の
検
討
に
お
い
て
、
様
々
な
事
象
の
う
ち
、
そ

の
点
が
最
も
「
東
海
」
地
域
の
一
体
性
を
う
か
が
い
う
る
事
象
で
あ
る
と
判

断
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
拙
稿
の
検
討
時
点
で
、
民
衆
の

動
向
か
ら
「
東
海
」
地
域
の
一
体
性
を
提
示
す
る
史
実
を
見
出
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
拙
稿
で
は
、
差
し
あ
た
り
政
治
権
力
か
ら
「
東
海
」
地
域
の

一
体
性
を
強
め
た
と
見
受
け
ら
れ
る
時
期
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
た
め
、

そ
の
当
否
も
含
め
て
、
今
後
は
そ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
た
要
因
を
、
様
々
な
観

点
か
ら
考
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
民
衆
の
動
向
も
政
治
権
力
の
展

開
に
い
か
に
対
峙
し
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
か
は
、
以
上
の
指
摘
を
も
と
に

考
察
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
研
究
の
進
展
に
は
段
階
が
あ
る
た
め
、
は
じ
め
か
ら
完
成
さ

れ
た
叙
述
を
備
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
地
域
史
に
は
あ
る
地

域
の
全
体
的
な
歴
史
、
つ
ま
り
先
述
し
た
（
ⅰ
）〜（
ⅴ
）
の
よ
う
な
多
面
的

な
叙
述
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
史
も
そ
の
よ
う
な
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
ら
の
重
視
す
る
論
点
が
組
み
込
ま
れ
て

い
な
い
と
、
そ
の
地
域
史
全
体
を
低
く
評
価
す
る
批
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
、
既
に
谷
口
雄
太
も
指
摘
し
て
い
る）

32
（

。
地
域
史
を

豊
か
に
す
る
に
は
多
様
な
成
果
を
踏
ま
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
描
き
切
れ
な

い
側
面
は
必
ず
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
多
く
の
立
場
か
ら
補
い
つ
つ
、

さ
ら
な
る
豊
か
な
全
体
像
の
構
築
に
向
け
て
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に
―
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究
の
課
題
―

　

本
稿
で
は
、
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研
究
に
対
す
る
研
究
史
の
整
理
と

分
析
方
法
、
評
価
に
つ
い
て
述
べ
た
。
近
年
の
中
世
の
「
東
海
」
地
域
史
研

究
の
成
果
と
方
法
論
に
対
し
て
、
疑
問
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
既
に
先
行
研
究
の
な
か
で
多
く
の
研
究
者
が
検
討
、
考

察
し
て
い
る
経
緯
を
確
か
め
た
。
ま
た
、
中
世
史
の
分
野
に
お
い
て
、
一
九
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九
〇
年
代
以
前
に
東
海
地
域
を
対
象
と
し
た
研
究
は
あ
ま
り
多
く
う
か
が
わ

れ
な
か
っ
た
が
、
東
海
地
域
の
歴
史
や
特
質
を
論
じ
る
上
で
、
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
事
象
は
大
変
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。
今
後
も
伊
勢
湾
の
あ
り

様
や
木
曽
三
川
な
ど
、
水
上
で
の
交
通
・
流
通
活
動
は
「
東
海
」
地
域
を
考

察
す
る
上
で
、
な
お
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
海
と
川
、
そ
し
て
京
都
と

鎌
倉
を
結
ぶ
道
の
視
点
は
、「
東
海
」
地
域
史
を
考
察
す
る
上
で
、
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
東
海
」
地
域
の
窯
業
と
そ
の
流
通
、
ま
た
政
治
権
力
と
し
て
は
今
川
氏

の
存
在
は
他
地
域
と
差
異
化
を
示
す
独
自
性
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
論
点
は
今
後
も
多
く
見
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の

事
象
が
的
確
に
評
価
さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
そ
の
評
価
が
共
有
さ
れ
て
い
く

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
新
た
な
課
題
が
提
示
さ
れ
、「
東
海
」
地
域
史
の
研

究
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

最
後
に
既
に
本
論
で
も
触
れ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
、「
東
海
」
地
域
に
関

す
る
一
体
性
と
そ
の
認
識
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

近
年
の
研
究
で
は
、
中
世
に
お
け
る
「
東
海
」
地
域
の
一
体
性
に
つ
い
て
、

既
に
そ
の
よ
う
な
見
通
し
は
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
拙
稿
で
は
、
鎌
倉

幕
府
の
成
立
に
よ
り
、
幕
府
の
支
配
す
る
東
国
を
「
関
東
」
と
す
る
認
識
が

徐
々
に
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、
東
海
道
の
領
域
か
ら「
関
東
」

地
域
を
除
い
て
残
さ
れ
た
西
域
が
「
東
海
」
地
域
と
見
な
さ
れ
る
作
用
を
も

た
ら
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た）

33
（

。『
東
海
道
中
世
研
究
２　

領
主
層

の
共
生
と
競
合
』
の
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
岡
野
友
彦
が
古
代
の
東
海
道
の

各
国
に
触
れ
つ
つ
、「
鎌
倉
幕
府
の
成
立
に
よ
り
、
こ
の
う
ち
三
河
以
東
を

幕
府
管
轄
下
の
「
東
国
」
と
す
る
新
た
な
区
分
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
室
町
時

代
に
な
る
と
、
今
度
は
伊
豆
・
甲
斐
よ
り
東
が
鎌
倉
府
（
鎌
倉
公
方
）
の
管

轄
下
と
な
る
。
こ
う
し
て
い
わ
ゆ
る
関
東
地
方
が
古
来
の
「
東
海
道
」
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
」
と
説
か
れ
て
い
る）

34
（

。
こ
の
よ
う
に
今
日
で
は
、「
東
海
」

地
域
の
成
立
や
そ
の
一
体
性
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
展
望
す
る
段

階
に
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
「
東
海
」
地
域
の
一
体
性
や
人
々
の
認
識
は
ど
の
程
度
強

く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
現
時
点
で
は
な
お
十
分
に
論
証
さ
れ
て
い
な
い

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
の
解
明
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
さ
ら

な
る
研
究
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

注
（
1
）
水
野
智
之
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
中
世
史
の
な
か
の
東
海
地
域
」
の
開
催

に
あ
た
っ
て
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
三
八
、
二
〇
一
三
年
）。

（
2
）
山
田
邦
明
・
水
野
智
之
・
谷
口
雄
太
「
鼎
談
・〝
東
海
の
中
世
〞
と
は
何
か
」

（『
本
郷
』
一
七
三
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
）
に
は
、『
東
海
の
中
世
史
』

の
企
画
、
編
集
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
岡
野
友
彦
・
大
石
泰
史
編『
東
海
道
中
世
史
研
究
２　

領
主
層
の
共
生
と
競
合
』

（
高
志
書
院
、
二
〇
二
四
年
）。

（
4
）「﹇
討
論
記
録
﹈
都
鄙
の
連
関
と
相
互
認
識
」（
中
世
史
研
究
会
編
『
日
本
中
世

の
東
西
と
都
鄙　

中
世
史
研
究
会
五
〇
周
年
大
会
論
集
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇

二
四
年
）、
三
五
六
・
三
六
〇
頁
。

（
5
）
本
多
隆
成
「
書
評
・
山
田
邦
明
編
『
東
海
の
中
世
史
⑤
信
長
・
家
康
と
激
動

の
東
海
』」（『
織
豊
期
研
究
』
二
七
、
二
〇
二
五
年
）、
藤
原
大
志
「
例
会
報
告

要
旨　

五
月
例
会　

書
評
会
『
東
海
の
中
世
史
』
第
四
巻
」（『
静
岡
地
域
史
研
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究
会
報
』
二
六
二
、
二
〇
二
五
年
）。

（
6
）
水
野
智
之
「
書
評
と
紹
介
・
岡
野
友
彦
・
大
石
泰
史
編
『
領
主
層
の
共
生
と

競
合
』（
東
海
道
中
世
史
研
究
２
）」（『
日
本
歴
史
』
九
二
九
、
二
〇
二
五
年
）。

（
7
）
水
野
智
之
「「
東
海
」
地
域
の
成
立
と
京
・
関
東
」（
前
注
（
4
）
著
書
に
所
収
）。

（
8
）
森
浩
一
「
基
調
講
演　
〝
東
海
学
〞
の
創
造
を
め
ざ
し
て
」（
森
浩
一
編
『
第

八
回
春
日
井
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
東
海
学
の
創
造
を
め
ざ
し
て
』
五
月
書
房
、
二
〇

〇
一
年
）、
九
二
頁
。

（
9
）「
鼎
談　

東
海
と
東
山
、
南
北
縦
断
的
な
地
域
構
造
、
拡
散
と
定
着
」（
前
注

（
8
）
著
書
所
収
）。

（
10
）
大
下
武
「〝
東
海
〞
の
な
か
の
尾
張
と
美
濃
―
と
く
に
古
東
海
道
と
古
東
山
道

に
つ
い
て
」（
前
注
（
8
）
著
書
所
収
）。

（
11
）
な
お
、
筆
者
も
二
〇
一
六
年
十
一
月
の
第
４
回
東
海
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

東
海
学
の
一
環
と
し
て
織
田
信
長
と
朝
廷
・
幕
府
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

水
野
智
之
「
織
田
信
長
と
幕
府
・
朝
廷
」（『
第
４
回
東
海
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資

料
集
「
い
く
さ
の
歴
史
Ⅱ
〜
継
体
と
信
長
に
絞
っ
て
〜
」』
木
野
瀬
印
刷
株
式

会
社
、
二
〇
一
六
年
）。

（
12
）
中
村
栄
孝
『
東
海
風
土
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）、
一
―
二
頁
。

（
13
）
前
注
（
12
）
著
書
、
一
頁
。

（
14
）
前
注
（
12
）
著
書
、
四
〇
頁
。

（
15
）
三
鬼
清
一
郎
「
朝
鮮
役
研
究
史
の
一
齣
―
中
村
栄
孝
氏
の
業
績
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
三
鬼
清
一
郎
編
『
織
豊
期
の
政
治
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

本
文
に
記
し
た
中
村
栄
孝
に
関
す
る
経
緯
や
学
問
的
立
場
の
理
解
は
、
お
お
よ

そ
三
鬼
論
文
に
拠
る
。

 

　

な
お
、
中
村
の
専
門
分
野
は
日
本
と
朝
鮮
の
関
係
史
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は

『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』（
全
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
、
一
九
六
九

年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
目
的
に
つ
い
て
、
中

村
は
「
対
外
領
土
獲
得
説
」
に
立
つ
。
三
鬼
は
「
秀
吉
の
外
征
の
目
的
は
明
（
中

国
大
陸
）
を
併
合
す
る
こ
と
に
あ
り
、
朝
鮮
を
直
接
侵
略
す
る
意
図
は
も
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
、
氏
の
研
究
の
根
底
に
あ
る
主
張
で
あ
る
」
と
説
く

が
（
三
五
九
頁
）、『
東
海
風
土
記
』「
Ⅳ
郷
土
研
究
室　

五　

信
長
・
秀
吉
・

家
康
（
二
）
―
朝
鮮
出
兵
の
意
味
す
る
も
の
―
」（
二
六
〇
頁
、
一
九
五
七
年

三
月
）
に
は
、「
秀
吉
の
出
兵
は
、
対
手
の
朝
鮮
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
い
つ
ど

の
よ
う
に
考
え
て
も
、
侵
略
戦
争
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
に
、
全
く
理
解
の
で
き
な
い
、
強
引
な
外
交
交
渉
か
ら
出
発
し
て
、
長
期

に
わ
た
っ
て
、
国
の
大
半
を
ふ
み
に
じ
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
、
朝
鮮
政
府
は
も

ち
ろ
ん
、
民
衆
の
す
べ
て
に
と
っ
て
鬼
畜
も
た
だ
な
ら
ぬ
侵
略
で
、
に
く
し
み

は
骨
の
髄
ま
で
し
み
こ
ん
で
い
ま
す
。
永
久
に
朝
鮮
民
族
の
脳
裏
に
ふ
か
く
き

ざ
み
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
て
お
り
、
中
村
が
戦
前
・
戦
後
で
主
張

が
一
貫
し
、
基
本
的
な
論
旨
に
変
化
が
な
い
、
と
い
う
評
価
は
や
や
疑
問
が
残

る
。

（
16
）
中
村
栄
孝
「
朝
鮮
に
お
け
る
国
史
教
育
」（『
朝
鮮
』
三
〇
四
、
一
九
四
〇
年
）、

同
「
国
民
学
校
国
民
科
教
則
案
に
つ
い
て
（
四
）」（『
文
教
の
朝
鮮
』
一
九
〇
、

一
九
四
一
年
）、
前
注
（
15
）
論
文
、
三
六
五
―
三
六
六
頁
。

（
17
）
中
田
実
「
ま
え
が
き
」（
安
藤
慶
一
郎
・
中
田
実
・
牧
野
由
郎
編
『
東
海
社
会

論
』
東
信
堂
、
一
九
八
六
年
）、
一
頁
。

（
18
）
中
田
実
「
序
章　

東
海
社
会
研
究
の
視
座
と
課
題
」（
前
注
（
17
）
著
書
）、

一
三
頁
。

（
19
）
塚
本
学
「
第
二
節　

東
海
地
方
の
歴
史
的
展
開
」（
前
注
（
17
）
著
書
）。
以
下
、

本
文
の
引
用
は
い
ず
れ
も
こ
れ
に
拠
る
。
な
お
、
塚
本
は
「
地
域
史
研
究
の
課

題
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
25　

別
巻
2
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
所
収
）

を
執
筆
し
て
い
る
。

（
20
）
前
注
（
19
）、
三
六
頁
。

（
21
）
塚
本
学
・
安
藤
慶
一
郎
「
第
一
節　

思
想
的
伝
統
と
背
景
」（
前
注
（
17
）
著

書
）

（
22
）
中
田
実
「
終
章　

東
海
地
方
の
特
質
と
課
題
」
二
五
一
頁
（
前
注
（
17
）
著
書
）。

（
23
）
前
注
（
7
）
論
文
。
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（
24
）
前
注
（
18
）、
六
―
七
頁
。

（
25
）
前
注
（
18
）、
七
頁

（
26
）
前
注
（
1
）。

（
27
）
前
注
（
18
）、
八
頁
。

（
28
）
前
注
（
2
）
で
は
、「
東
海
」
地
域
と
し
て
の
評
価
が
十
分
で
な
か
っ
た
経
緯

に
触
れ
て
い
る
。

（
29
）
岡
野
友
彦
「
権
門
都
市
宇
治
・
山
田
と
地
域
経
済
圏
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』

三
八
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「
東
海
地
方
の
伊
勢
神
宮
領
」（
前
注
（
3
）
著
書
）。

（
30
）
前
注
（
7
）
論
文
。
こ
こ
で
は
、
十
四
世
紀
後
半
以
降
に
土
岐
氏
が
美
濃
・

尾
張
ひ
い
て
は
伊
勢
国
の
守
護
と
し
て
勢
力
を
強
め
、
三
河
・
遠
江
・
駿
河
国

で
は
足
利
一
門
に
よ
る
勢
力
が
「
東
海
」
地
域
に
広
く
展
開
し
た
時
期
に
、「
東

海
」
地
域
の
一
体
性
が
鎌
倉
時
代
以
前
よ
り
強
く
認
識
さ
れ
た
（「
東
海
」
地

域
成
立
の
第
一
段
階
）
と
指
摘
し
た
。
そ
の
後
、「
東
海
」
地
域
の
政
治
的
な

一
体
性
、
連
関
性
は
脆
弱
に
な
っ
た
が
、
永
禄
年
間
に
斎
藤
・
今
川
氏
は
織
田
・

松
平
（
徳
川
）
氏
に
屈
服
す
る
こ
と
で
、
尾
張
・
美
濃
・
伊
勢
・
三
河
・
遠
江

国
に
織
田
・
徳
川
連
合
政
権
が
展
開
し
、「
東
海
」
地
域
の
認
識
は
強
ま
っ
た

こ
と
（「
東
海
」
地
域
成
立
の
第
二
段
階
）
を
説
い
た
。

（
31
）
歴
史
学
研
究
会
日
本
中
世
史
部
会
運
営
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「「
地

域
社
会
論
」
の
視
座
と
方
法
―
成
果
と
課
題
の
確
認
の
た
め
に
」（『
歴
史
学
研

究
』
六
七
四
、
一
九
九
五
年
）
等
。
な
お
、
一
部
に
は
こ
こ
で
の
地
域
社
会
論

を
民
衆
と
領
主
権
力
か
ら
地
域
を
捉
え
る
と
い
う
二
項
対
立
的
な
議
論
と
し
て

理
解
す
る
向
き
が
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、「
地
域
」
と
「
国
家
」
の
相
克
や
、

「
制
度
的
地
域
」
の
対
極
に
自
律
的
に
形
成
さ
れ
る
「
歴
史
的
領
域
」
の
究
明

な
ど
、
多
く
の
研
究
成
果
と
分
析
視
角
を
踏
ま
え
て
立
論
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
内
容
を
よ
く
掴
む
必
要
が
あ
る
。

（
32
）
谷
口
雄
太
「『
東
海
の
中
世
史
』
の
書
評
会
を
う
け
て
」（
前
注
（
5
）『
静
岡

地
方
史
研
究
会
報
』
二
六
二
、
二
〇
二
五
年
）。

（
33
）
前
注
（
7
）
論
文
。

（
34
）
岡
野
友
彦
「
は
じ
め
に
」（
前
注
（
3
）
編
著
）、
一
頁
。
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